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このたび日本保険・年金リスク学会（JARIP）では、今年度も年度末恒例の「JARIP フォ

ーラム 2015 ～問題提起型フォーラム」を開催することといたしました。 
 
昨年も同じ趣旨のフォーラムを開催いたしましたが、今年はテーマを「リスク尺度とその

周辺」とし、討論の時間を多くとって学会・実務家相互の問題意識の共有を重視するよう

に運営を改善することにしました。 
 
設立の趣旨を改めて振り返りますと、「産官学にわたる多くの領域の研究者・分析者が自由

闊達な意見交換、情報交換、研究交流および研究発表するための学術組織」を目指す、と

記されています。そして、創立の理念の一つとして「実務界と学会とが密接に交流し、理

論を実務に適用し、また実務上の問題を理論的に検討する場」を提供することを掲げてい

ます。 
 
今回のフォーラムは「リスク尺度とその周辺」をテーマに、動的リスク尺度などリスク尺

度の理論的基盤に関する最新の動向を、第一線で活躍されている３人の研究者の方々のご

講演いただき、実務への適用可能性について聴衆と双方向で討論することを目論んでおり

ます。また、この問題を早くからとりあげ研究を進めてこられた楠岡会長に中間のとりま

とめをしていただきます。多くの大学関係者（特に若手のこの分野に関連する研究者）の

皆様、民間の有識者の参加を期待しております。 
 
なお、今回は議論の活性化のために討論者を募集いたします。その方々には事前に講演資

料を送りますので、10 分程度のスライドを準備いただいて当日の運営をスムーズにしよう

と考えております。討論者を希望される方は、申し込みの際に備考欄に「討論者希望」と

し、討論者コメントの要旨を書いて申し込んでください。 
 

記 
 
■ 日時：2015 年 3 月 30 日（月）13 時 00 分～17 時 30 分 

○ 終了後懇親会を予定しています。 
■ 場所：日大文理学部世田谷キャンパス オーバルホール（図書館 3 階） 



添付の地図を参照のこと 
■ 参加費：無料 

○ 非会員も無料ですが申し込み多数の場合にはお断りすることがあります。 
○ 懇親会参加費は別途実費負担願います。 

 
■ プログラム 

 
開会の挨拶  
 田中周二（当学会フォーラム担当理事） 13 時～13 時 15 分 
 
講演 13 時 15 分～15 時 15 分 
 塚原英敦（成城大学経済学部）「On Backtesting Risk Measurement Models」 
 清水泰隆（早稲田大学理工学術院）「有限時間の Gerber-Shiu 関数を用いた動的

リスク尺度」 
 松本浩一（九州大学経済学研究院）「Scenario Sets for Multi-period Risk 

Measurement with an Application to Tail VaR measure」 
 

○ 発表者略歴などは当日案内します。 
 
その後、数名の討論者によるディスカッション 
 
休憩時間（約 15 分） 
 まとめとコメント 約 30 分 

楠岡成雄（当学会会長） 
 質疑応答   残り時間 
 

■ 懇親会（3 号館軽食スペース）17 時 40 分ごろ～ 
 
■ 参加申し込み：締め切り 3 月 23 日（月） 

学会サイトの【専用申込フォーム】よりお願い申し上げます。 
http://www.jarip.org/ 

 
○ 本企画は一部、産学共同委員会（日本アクチュアリー会）の協力を得て実施し

ております。 
以 上 

 



■ 日大文理学部世田谷キャンパスへのアクセス 
京王線 下高井戸あるいは桜上水下車、徒歩 8 分 

 
 
■ 日大文理学部世田谷キャンパス・マップ 

 

フォーラム会場の 

オーバルホールは 

図書館の３階 

懇親会は３号館の

軽食スペース 

至 下高井戸 

   桜上水 


